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 令和２年 5 月 1 日現在

 人　口　 14,108 人
 男　性	 6,808 人
 女　性	 7,300 人
 世帯数	 6,644 戸

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
」
今
年

2
月
に
初
め
て
耳
に
し
た
時
、
こ

こ
ま
で
世
界
中
に
感
染
が
拡
大
す

る
の
を
誰
が
想
像
し
た
で
し
ょ
う

か
。
4
月
15
日
に
県
は
松
本
と
長

野
の
2
圏
域
を
「
感
染
レ
ベ
ル
2
」

に
引
き
上
げ
、「
警
戒
宣
言
」
を
発

令
。
16
日
国
は
「
緊
急
事
態
」
を

全
国
に
拡
大
し
ま
し
た
。
登
園
自

粛
、
休
校
、
テ
レ
ワ
ー
ク
、
Ｇ
Ｗ
移

動
自
粛
、営
業
自
粛
要
請
、解
雇・・・

終
わ
り
が
見
え
な
い
、
大
変
な
世

の
中
に
な
り
ま
し
た
。

「
医
療
技
術
」
が
進
化
し
て
い
る

現
代
、
ま
だ
ま
だ
人
間
の
力
の
無

力
さ
を
感
じ
ま
す
。「
ほ
ん
ご
う
」

が
発
刊
さ
れ
る
時
、
終
息
し
て
い

る
こ
と
を
願
う
ば
か
り
で
す
。（
4

月
22
日
現
在
）

大
変
な
年
に
会
長
職
を
受
け
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
原
町
会
の

公
民
館
長
6
年
目
に
な
り
ま
す
が
、

初
め
て
の
会
長
職
、
他
の
町
会
の

こ
と
は
ま
だ
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
。

橋
本
本
郷
公
民
館
長
、
小
山
主
事

等
の
教
え
を
、
ま
た
26
町
会
の
公

民
館
長
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な

が
ら
一
年
間
務
め
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

松
本
市
町
内
公
民
館
長
会
で
刊

行
し
た
「
町
内
公
民
館
活
動
の
て

び
き
」
に
は
、「
公
民
館
と
は
」
地

域
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に

つ
い
て
住
民
が
集
い
、
交
流
や
学

び
を
通
し
て
解
決
に
向
け
た
実
践

を
す
る
総
合
的
地
域
づ
く
り
の
拠

点
と
し
て
誕
生
。
暮
ら
し
や
す
い

安
心
安
全
な
地
域
を
作
る
の
は
自

分
達
と
い
う
意
識
が
重
要
、
と
あ

り
ま
す
。

今
年
度
は
た
し
て
各
町
会
が
計

画
し
た
行
事
、
会
議
等
、
ど
の
位

実
行
で
き
る
で
し
ょ
う
か
？
中
止

に
さ
れ
る
も
の
も
少
な
か
ら
ず
あ

る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
色
々
と
工

夫
努
力
し
実
施
で
き
る
よ
う
頑
張

り
ま
し
ょ
う
。

本
郷
地
区
の
皆
様
の
公
民
館
活

動
へ
の
ご
協
力
、
ご
参
加
を
い
た

だ
き
各
町
会
の
公
民
館
活
動
の
ご

活
躍
ご
発
展
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

大輪　百合子
本郷地区町内公民館長会長

4
月

か
ら
本

郷
消
防

署
長
と

し
て
、
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

本
郷
消
防
署
に
は
平
成
5
年
度
か

ら
5
年
間
勤
務
し
、
今
年
度
が
2
度

目
と
な
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

近
年
火
災
は
減
少
傾
向
で
は
あ
り

ま
す
が
、
出
火
の
原
因
に
は
焚
火
、

コ
ン
ロ
が
多
く
、
中
に
は
「
忘
れ
て

し
ま
っ
た
」、「
そ
の
場
を
離
れ
て
し

4
月

か
ら
地

区
生
活

支
援
員

と
し
て
本
郷
地
区
を
担
当
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
、
小
口
麻
左
美

で
す
。

近
く
の
山
々
の
木
々
の
緑
が
心

地
よ
く
、
古
く
か
ら
の
文
化
や
伝

統
、
温
泉
に
恵
ま
れ
た
環
境
の
中
、

地
域
の
皆
様
が
大
切
に
思
う
本
郷

地
区
に
関
わ
る
こ
と
が
出
来
て
、

大
変
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

地
区
生
活
支
援
員
の
仕
事
は
人

と
ひ
と
を
「
つ
な
ぐ
」
こ
と
で
す
。

ま
っ
た
」
な
ど
、
ち
ょ
っ
と
し
た
不

注
意
に
よ
る
も
の
が
あ
る
た
め
、
一

人
ひ
と
り
が
火
災
を
絶
対
に
起
こ
さ

な
い
と
い
う
意
識
を
持
つ
こ
と
が
大

事
で
す
。

ま
た
地
震
、
台
風
等
の
自
然
災

害
が
増
加
し
て
お
り
、
み
な
さ
ん
ご

存
じ
の
「
自
助
」、「
共
助
」、「
公
助
」

の
3
助
が
重
要
で
、
そ
の
連
携
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

本
郷
消
防
署
と
し
て
は
、
地
域
の

防
火
・
防
災
力
を
高
め
る
よ
う
住
民

を
は
じ
め
自
主
防
災
組
織
、
消
防
団
、

関
係
機
関
と
の
連
携
を
密
に
し
、
安

全
で
安
心
に
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り

に
努
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

住
み
な
れ
た
地
域
で
ず
っ
と
暮
ら

し
て
い
く
た
め
に
、
生
活
の
困
り

事
の
相
談
窓
口
と
な
り
ま
す
。
支

援
を
必
要
な
人
へ
の
紹
介
や
、
そ

れ
ら
の
活
動
の
担
い
手
づ
く
り
。

閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
人
を
通
い
の

場
や
介
護
予
防
へ
つ
な
げ
た
り
、

さ
さ
え
あ
い
の
仕
組
み
づ
く
り
の

お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
で

す
。
こ
れ
か
ら
地
道
に
地
域
の
集

い
に
顔
を
出
し
、
信
頼
で
き
る
関

係
づ
く
り
か
ら
始
め
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
気
軽
に
お
声

が
け
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

飯ケ濱　洋一
本郷消防署長

小口　麻左美
生活支援員

6/29

公
民
館
講
座
（
ホ
タ
ル
観
察
会
）

7/16

ナ
イ
タ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

8/30

文
化
施
設
視
察

9/5

町
会
対
抗
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会

9/10

図
書
委
員
会
文
化
講
演
会

10/21

町
会
対
抗
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

11/13
～
11/15

本
郷
地
区
文
化
祭

12/12

ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

2/3

図
書
委
員
会
文
化
講
演
会

3/13

本
郷
里
山
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

未定

本
郷
公
民
館
心
理
学
講
座（
４
回
予
定
）

8月

浅
間
温
泉
夏
祭
り

8月

浅
間
温
泉
夕
市

10/10

浅
間
温
泉
松
明
祭
り

11/7
～
11/8

浅
間
温
泉
新
そ
ば
祭
り

1/11
～
1/12

初
庚
申　

浅
間
温
泉
だ
る
ま
市

◎�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡

大
防
止
の
た
め
、
予
定
が
変
更
、
中

止
と
な
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。
あ

ら
か
じ
め
ご
了
承
願
い
ま
す
。
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要　　　望 回　　　答
１�　松本市におかれましては、本郷・和田両地区住民の「松
門文庫」に対する思いをおくみ取りいただき、この建物
を文化財として残すことを確認し、地元の利活用のアイ
デアにあわせた建物の改修方法や資金、利活用方法の是
非の検討など、保存に向けた取り組みをお願いします。

２�　時代は平成から令和にかわりましたが、江戸時代に生
を受け、明治、大正時代に松本のリーダーの一人として
活躍した窪田畔夫から、今まさに歴史や記憶をいかに留
め伝えるかが「松門文庫」を通じ投げかけられています。
　�　行政と住民が共に文化財を守る試金石として、私たち
も、行政とともに今回出された多くのアイデアや構想を
実現させるため、具体的な手段や体制など出来ることを
一緒に考えていく所存ですのでお願いいたします。

　本市はこれまでも歴史的建造物の保存活用に取り組んで
きており、こうした個人所有のものに対して、国重要文化
財馬場家住宅、県宝橋倉家住宅、同旧松本カトリック教会
司祭館、市重要文化財高橋家住宅、同松澤家長屋門、同工
女宿宝来屋、三松屋蔵座敷、旅籠松田屋など、市民からの
寄附を受け、一定の改修をしたうえで博物館施設などに活
用してまいりました。

　しかし、こうした文化財的価値を有する歴史的建造物は
まだ他にも遺されており、これらをすべて市が寄附を受け
入れ、改修費用を投じて整備し活用していくことは困難な
状況になっております。
　
　昨今、こうした歴史的建造物を民間事業者が店舗や宿泊
施設として活用するような事例がみられ、本市といたしま
しても地元の皆様や民間事業者との連携の可能性を探りな
がら、活用の方策を検討し、歴史的建造物の保存を図って
いきたいと考えております。

　今後も地元の皆様と良好な関係を築きながら松門文庫の
保存活用を考えてまいりますので、何卒よろしくお願い申
し上げます。

松 本 市 長　菅 谷　　 昭
松本市教育長　赤 羽　郁 夫

（2020 年 3月）

対　照　表

昨
年
5
月
の
松
門
文
庫
保
存
に

関
す
る
要
望
書
の
提
出
か
ら
10
カ

月
経
過
し
た
、
去
る
3
月
に
回
答

が
あ
り
ま
し
た
。

詳
細
は
、
下
記
対
照
表
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。
な
お
、
要
望
に
対
し

真
摯
に
向
き
合
わ
ず
、
は
ぐ
ら
か

し
た
内
容
で
し
た
。

５�/30	 �要望書を市長・教育長へ
提出

12�/10	  �「新村公民館まち歩き講
座」にて門前での説明

10�/26	 � �前庭にて信大生と住民の
皆さんが夢を語る

２�/21	 �本郷小学校5年1組の児童の皆
さんによる利用活用の発表

３�/4	

�

窓
へ
風
雨
避
け
の
応
急
措
置

３�/18	 �回答書の説明をする教育
部長

8�/29�	 �「地区の皆さんと語る会」にて
文化財の保存について熱い思
いを語る教育長

12�/20	  �保存に関する市文化財
課の説明会


